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地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進のあり方に関する調査研究（東北・関東・東海・北陸地域）

市原市 実証事業の概要 ①連携プラットフォーム（PF）の概要
人口 約27万人

面積（k㎡） 約368

孤独・孤立状態にある住民が、社会的なつながりを持つことでその状態を脱して住みやすい地域になるよう、行政、地域、NPO、事業者が、日

常的に、課題を共有し、資源を持ち寄り、協力して解決していく包摂的な地域を目指す。
目指す姿

PF立ち上げ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 5年目

機能

行政・民間の相互理解促進
（取組）ワークショップ、研修会、現場体験、モデル事業

行政と民間が日常的に意見交換・相談ができる関係構築
（取組）ワークショップ、行政業務に民間参加（無償）、資源の見える化

孤独・孤立解消に資する方策を検討、実施
（取組）官民連携によるアイデアコンペ、官民連携事業

体制

共生社会推進課

地域連携推進課

市原市
社会福祉協議会

いちはら
市民活動協議会

その他重層的支援体制メンバー

NPO・事業者 中間支援団体 行政機関

市原市町会長
連合会

市原市小中学
校校長会

市原商工会議所
市原市民生委員児

童委員協議会

コアパートナー
（予定含む）
連携を主導するPF団体

市内NPO・事業者

パートナーPF参画団体

連携優先度の高い
各所管課

市内NPO・事業者

市内NPO・事業者

市内NPO・事業者

市内NPO・事業者

各所管課

時間とともに、PFの主要な機能が、関係性構築から課題解決型に移行

当初はコアパートナーを中心に関係を増やし、次第にパートナーの参加を増やしていく

※予定を含む。

【凡例】

市原市地域福祉推進協議会・PF活動内容への助言
・コアパートナー募集支援 等

・取組の進捗報告 等

市原市子育て家庭
支援員協議会

市原市心身障害者福
祉団体連絡協議会

市原市地域包括
支援センター

千葉県
社会福祉士会

市原市医師会

市原市ボランティア
連絡協議会

市原市老人クラ
ブ連合会

市内NPO・事業者

孤独・孤立対策は、福祉分野に限らず庁内全所
管課に関係するテーマであることを周知するために、
次長級職員を集めた「孤独・孤立対策に関する連
絡会議」を開催。
大西参与に講演いただき、孤独・孤立対策は福祉
分野にとどまらず、様々な分野や主体により推進し
ていくべき点について確認。

PF形成の工夫①

様々な部署が所管する既存のPFやネットワークに
着目し、それを活用して民間団体にアクセスするこ
とを検討。
具体的には、庁内各課に調査をかけ、庁内の既存
PFとその参加団体を全て洗い出した上で、孤独・
孤立に親和性のあるテーマのPFを選定。キーとなる
中間支援団体等を抽出し、連携候補とした。

PF形成の工夫②

連携事業を試行的に実施。行政と民間団体が互
いの考え方等を知るとともに、連携の在り方につい
て協議。目指すPFのイメージを持つことができた。
また、事業を通じて、「孤独・孤立」は、民間団体
がそれぞれの問題意識や思いを超えて共感・共有
しやすい、普遍性のあるテーマであり、民間団体同
士も連携しやすくなることが把握された。

PF形成の工夫③

庁内横断で孤独・孤立対策に取り組む機運醸成 PF参加団体候補の抽出 PFの連携イメージの把握
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市原市 実証事業の概要 ②孤独・孤立対策の概要
▍2022年度に実施した孤独・孤立対策

▍ 2023年度以降の活動計画
③PFメンバー拡充
• 今年度抽出した優先的に連携を目指す既存PF

の所管課と意見交換、連携方法について協議。

①PFコアメンバー間の相互理解促進
• コアメンバー同士が互いを知るための活動紹介、

ワークショップ等を開催。

②PF運営方針等の設定
• 目指す姿や機能、PFパートナー募集方法、

PF運営ルール等を設定。

目的 孤独・孤立の解決に資する官民連携の取組の試行的実施

官民連携モデル事業

ほっこり皆の
集いの場

ウェルキャンオンライン グランパ・フェスタ

時期 2022/12/11 2023/２/11 2023/2/19

NPO ほっこりーの市原
ゆう

いちはら市民活動協議会

概要 ひきこもりがちなお
子さんや障がいを
持つ親子を対象と
したイベントを開催
。

不登校等の子どもや
保護者等を対象に、
横のつながりづくりや子
どもの孤立を防ぐ事例
を学ぶオンラインイベン
トを開催。

リタイア後の男性と
地域活動を実施し
ている団体等の出
会いの場となるイベ
ントを開催。

効果 4組が参加 定員40人に対し60人
が参加
参加者間の交流が生
まれた

98人が参加
参加者間の交流が
生まれた

目的 孤独・孤立についての普及啓発

時期 2022/11/26

対象者 市民

内容 トークセッション「つながりを感じられる社会に向けて」
小テーマ①子どもの直面する困難、取り巻く状況について
小テーマ②社会や、個人は何ができるか？つながりを感じられる
社会とは？
野沢氏（植草学園大学）、室井氏（ひきこもりUX）、加藤氏
（We are Buddies）、小倉氏（光と風と夢）

子ども・若者が直面する課題を考える市民シンポジウム

目的 支援施策の検討材料

庁内ヒアリング

時期 2022/11

対象 重層的支援体制に関連する支援機関及び福祉関連NPO等
38団体

項目 団体と市民との接点、団体に来られる方として多い属性、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の前後での相談件数や困り事の内容の変化、
団体の利用者で孤独や孤立状態にあるケース、孤独・孤立の当事
者や相談者への対応に苦慮するケース、対応の改善に向けて必要
だと考えること 等

支援団体アンケート

他に子ども、青少年、障がい者、福祉総合所管課にヒアリングを実施
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市原市 実証事業の概要 ③試行的事業の概要

試行的事業の名称 事業内容 期待される効果 実施時期 発注先 費用（税込）

庁内ヒアリング
重層的支援体制及び地域
づくり関連の取組を所管す
る部署担当者へヒアリング

• 支援施策の検討材料の取得 2022/10～11 ― ―

支援機関アンケート
重層的支援体制に関連す
る外部機関及び福祉関連
NPOに対するアンケート

• 支援施策の検討材料の取得 2022/11 ―
8千円

※郵送費

市民シンポジウム
困難に直面する子ども・若
者の現状に関するシンポジ
ウム

• 孤独・孤立についての普及啓発 2022/11
キンコーズジャパン
アマゾンジャパン

10千円

官民連携モデル事業

ひきこもりがちな人、障がい
を持つ親子、リタイア後の男
性、不登校の子ども達やそ
の家族を対象としたイベント
の開催（全３事業）

• 孤独・孤立の解決に資する官民
連携の取組の試行的実施

2022/12
2023/2

NPO法人ゆう
NPO法人いちはら市民活

動協議会
1,450千円


